
 

 

 

【面接質問事項】 

■ 中学校について ■ 

 □ 生徒数               □ 校訓 
 □ 校長先生の名前           □ 担任の先生の名前（どんな先生） 
 □ 所属した部活動と成績        □ 生徒会への参加状況           
□ 得意な（好きな）教科        □ 苦手な教科とその克服法 

 □ 一番の思い出            □ 中学時代に身につけたこと 
 □ 中学時代に継続できたこと      □ 一番頑張ったこと 
 □ 中学校の良いところ         □ 中学校の問題点 

 

■ 志望校について ■ 

 □ 志望動機              □ 何を勉強したいのか 
 □ 卒業後の進路希望          □ 高校生活で一番力を入れたいこと 
 □ 高校生活で継続してやりたいこと   □ 所属したい部活動 
 □ 実際のこの高校の印象        □ 本日の試験の出来 
 □ 高校への通学方法、時間 

 

■ 家庭生活について ■ 

 □ 就寝時間              □ 長所、短所 
 □ 普段の家庭学習時間         □ 受験勉強の時間 
 □ テスト期間の家庭学習時間      □ 最近最も興味あること 
 □ どんな手伝いをするか        □ 休日の過ごし方 
 □ テレビは何時間見るか        □ 趣味 
 □ 特技                □ 今一番欲しいもの 
 □ 最近家族からよく言われること    □ 家族の人の本校の受験についての考え 

 

■ 社会生活について ■ 

 □ 新聞は毎日読むか          □ 最近の印象深い記事 
 □ 社会現象で気になるもの       □ 愛知県の良いところ 
 □ 愛知県を活性化させるために必要なもの 
 □ 今の日本に一番必要なもの      □ 今の日本で自慢できるもの 
 
 
 

 

 

  質問の分類 

 ①知識系 …知っておくべきマナーレベルの知識の質問（→調べましょう） 

 ②準備系 …学習や部活動、学校生活など中学－高校に関する内容と、 

時事、書物などの面接基本レベルを準備しているかを問う質問 

         （ニュース、本、新聞記事なども）（→準備しましょう） 

 ③突発系 …受験と関係のないように聞こえる質問 

 

 

 



 

【本番までの準備】 

 □ 知識系 ・・・パンプレットやホームページで確認すること 

 □ 準備系①・・・確実に答えられるよう繰り返ししゃべって練習すること 

（自分の夢とつなげて考えておく練習も） 

 □ 準備系②＋突発系・・・質問の言い換えで、答えのベースを作っておくこと 

□ 準備系③・・・何度も質問ﾌﾟﾘﾝﾄを先生にﾁｪｯｸしてもらい、面接実践練習をすること 

  

◇基本的な準備ができている人・・・新しいこと（ﾆｭｰｽﾁｪｯｸで更新など）を始める必要 

はなく、答えの内容を深め、表情豊かに想いを込めて話せるようにしましょう。 

 

 

【対策方法】 

■ 準備していない質問（知識系）に対して 

  対策 「オール orナッシング」 

□ あいまいだが、分かる場合   → 堂々と言い切りましょう 

□ 不安または全く分からない場合 → 素直に分からないことを伝えましょう 

   ※知識系以外では、「分かりません」ではなく、必死に乗り切ることが重要！ 

 

■ 準備していない質問（準備系）に対して 

対策 「質問の言い変え」を利用 

（例）「最近、家族から言われることは何ですか」→「あなたの長所・短所は何ですか」 

※質問のほとんどは、準備していた質問に言い換えることができます。 

    本質的に質問内容と同じであれば OK です。 

  

■ 準備していない質問（突発系）に対して 

 対策 「準備系の答えで話を進める」 

 （例）「今の日本で自慢できるものは何ですか」 

  ・・・世界遺産になった話などが答えのように考えてしまいますが、自分の生きてき 

た世界で答えを出して良いです。 

  準備していたニュースの内容から関わっていた人が日本の自慢である  

研タで関わった、講演会で出会った方の素晴らしい生き方を学べたことが自慢 等 

 

■ 途中で質問に対して何を言っているか分からなくなってしまった場合 

 対策 「話の最後に、質問内容を繰り返す」 

 （例）『・・・以上が、私が社会現象で気になるものです。』 

   ※面接官が、「あ、きちんと質問を分かって答えていたんだな」と感じます。 

 

 

「面接は、発表会ではなく、面接官とのコミュニケーションの場」 
「面接は、面接官が答えを持っているのではなく、自分が持っている」 
「面接は、自己との戦い 自分の１００％（１５年間）を引き出せ！」 


